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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第87期
第２四半期
連結累計期間

第88期
第２四半期
連結累計期間

第87期

会計期間
自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日

自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日

自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日

売上高 (千円) 44,628,022 43,171,574 90,589,081

経常利益 (千円) 1,942,286 2,677,515 4,931,712

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 760,934 1,123,796 2,482,000

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 904,508 △339,045 2,185,711

純資産額 (千円) 45,309,682 45,627,230 46,746,839

総資産額 (千円) 83,912,497 82,405,658 84,157,489

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 12.70 18.74 41.41

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 11.12 16.40 36.25

自己資本比率 (％) 47.1 48.1 47.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 1,706,422 3,144,767 6,825,814

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △1,798,652 △2,299,555 △6,607,188

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △341,266 915,660 △526,506

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

（千円） 13,556,504 14,379,699 13,444,325
 

 

回次
第87期
第２四半期
連結会計期間

第88期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成27年７月１日
至　平成27年９月30日

自　平成28年７月１日
至　平成28年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 6.64 12.38
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　当社は従業員株式所有制度「株式給付信託(従業員持株会処分型)」を導入しております。当制度の導入に伴

い、１株当たり四半期(当期)純利益金額の算定に用いられた普通株式の期中平均株式数は、資産管理サービ

ス信託銀行(信託Ｅ口)が所有する当社株式の数を控除しております。

４　当社は当第２四半期連結会計期間より株式報酬制度「株式給付信託(ＢＢＴ＝Board Benefit Trust)」を導

入しております。当制度の導入に伴い、１株当たり四半期(当期)純利益金額の算定に用いられた普通株式の

期中平均株式数は、資産管理サービス信託銀行(信託Ｅ口)が所有する当社株式の数を控除しております。

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営んでいる事業の内容について、

重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、賃金の上昇や雇用の改善が見られるものの個人消費がふるわ

ず景気回復に一服感がみられました。

海外では、米国経済は企業部門の一部に弱めの動きも見られましたが、個人消費が景気回復基調を下支えしてい

ます。欧州経済は緩やかな回復基調にあるものの、失業率や物価の動向、地政学的リスクに加え、英国のＥＵ離脱

問題による不透明感が高まっています。また、中国の景気は財政出動による下支えが期待されるものの、緩やかに

減速しています。

産業別には、国内の自動車業界は、熊本地震の影響もあり販売が低迷しました。建材業界は、低迷が続いていた

住宅着工件数が回復基調となり、家電業界は、堅調に推移しました。

このような環境の中、当社グループはグローバルな視点で顧客ニーズを確実に捉え、受注につなげることで業績

の向上に努めました。海外需要を確実に獲得する取り組みとして、ベトナム国の生産子会社における生産開始、中

国コンパウンド工場の増設及び北米のコンパウンド工場の増設を進めました。

 
以上の結果、売上高は43,171百万円(前年同四半期連結累計期間比(以下「前年同期比」)3.3％減)、営業利益は

2,912百万円(前年同期比48.3％増)、経常利益は2,677百万円(前年同期比37.9％増)、親会社株主に帰属する四半期

純利益は1,123百万円(前年同期比47.7％増)となりました。

 
セグメント別の業績は次のとおりであります。

［コンパウンド］

国内のコンパウンド事業のうち、塩ビコンパウンドは、住宅向け建材分野、電線材料分野、自動車分野で後半

に回復の兆しは見られたものの、総じて本格的な受注の回復にいたりませんでした。また、引き続き原材料価格

の下落に伴う製品価格調整の影響もあり、売上は減少しました。エラストマーコンパウンドは、医療、食品分野

の売上が伸長し、主力の自動車分野も後半に回復の兆しが見られ、増収増益になりました。

海外では、中国現地法人において自動車分野で本格的な受注の回復にいたりませんでした。タイ国現地法人、

インドネシア国現地法人では電線分野が好調に推移し、医療分野は伸長しました。また、米国では自動車分野、

電線材料分野が好調に推移しました。原材料価格の下落に伴う製品価格調整の影響もあり、海外全体としては売

上が減少しました。

利益につきましては、生産性の改善により増益となりました。

その結果、売上高は30,165百万円(前年同期比5.4％減)、セグメント利益は2,690百万円(前年同期比11.1％増)

となりました。

 
［フイルム］

国内フイルム事業のうち、建装材分野の住宅内装用では、新築住宅着工の回復とリフォーム需要に支えられ、

売上が伸長しました。非住宅分野も商業施設、公共施設、病院等のリニューアル需要の増加に伴い好調に推移し

たものの、広告メディア分野では横ばいにとどまりました。電材分野では、車両用は堅調に推移し、民生用にお

いても中国市場の在庫調整が終わった影響で好調な売上となりました。半導体用、ウインドウ用フイルムも好調

に推移しました。

海外では、北米市場における建材、家具用は後半から回復基調となったものの厳しい状況が続きました。欧州

向けは依然、市場構造の変化により回復の兆しが見えず、苦戦が続いております。

EDINET提出書類

リケンテクノス株式会社(E00838)

四半期報告書

 3/22



光学分野では、採用決定した製品が順調に生産開始しておりますが、大型案件の量産化が遅れ、本格的な売上

寄与には至りませんでした。

利益につきましては、生産性改善と国内売上の回復により、大幅に改善しました。

その結果、売上高は5,947百万円(前年同期比0.0％減)、セグメント損失は128百万円(前年同期は464百万円の損

失)となりました。

 
［食品包材］

国内の食品包材事業は、消費者マインドが横ばい圏で推移する中、天候の影響もありレジャー・外食産業は低

調に推移しましたが、主要製品である業務用塩ビラップにおける塩ビ回帰の流れを取り込む事で好調に推移し増

収となりました。

また、利益につきましては生産合理化、及び低採算仕入商品の絞り込みと為替要因により増益となりました。

中国現地法人は、景気の減速感と為替要因により減収となりましたが、生産性の向上とコスト削減により増益

となりました。

その結果、売上高は5,330百万円(前年同期比2.9％増)、セグメント利益は371百万円(前年同期比447.4％増)と

なりました。

 
(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、営業活動によ

り獲得した資金は3,144百万円（前年同四半期連結累計期間（以下「前年同期」）は1,706百万円の獲得）、投資

活動に支出した資金は2,299百万円（前年同期は1,798百万円の支出）、財務活動により獲得した資金は915百万円

（前年同期は341百万円の支出）等により935百万円増加し、14,379百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況と要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によって得られた資金は、前連結会計年度に比べ1,438百万円増加し、3,144百万円でした。その主な

内容は、税金等調整前当期純利益2,671百万円、減価償却費1,505百万円、売上債権の減少305百万円等による資金

の増加、棚卸資産の増加434百万円、仕入債務の減少608百万円、法人税等の支払749百万円等による資金の減少で

あります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動による資金の支出は、前連結会計年度に比べ500百万円増加し、2,299百万円でした。その主な内容

は、有形固定資産の取得による支出2,722百万円、無形固定資産の取得による支出144百万円等であります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によって得られた資金は915百万円（前連結会計年度は341百万円の支出）でした。その主な内容は、

長期借入による収入2,306百万円等による資金の収入、長期借入金の返済による支出241百万円や配当金の支払額

(非支配株主への配当を含む)782百万円等による資金の支払であります。

 
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。依然不

透明な経済環境のもと、引続き効率的な生産体制の構築と固定費の削減等、収益確保に向け継続して取組んでまい

ります。

 
(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、630百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 236,000,000

計 236,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成28年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年11月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 66,113,819 66,113,819
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数
100株

計 66,113,819 66,113,819 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年７月１日～
平成28年９月30日

― 66,113 ― 8,514,018 ― 6,532,977
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(6) 【大株主の状況】

  平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

リケンテクノス株式会社 東京都千代田区神田淡路町２丁目101番地 5,374 8.13

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 東京都新宿区西新宿１丁目26番１号 3,820 5.78

信越化学工業株式会社 東京都千代田区大手町２丁目６番１号 3,300 4.99

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町１丁目５番５号 2,987 4.52

株式会社りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町２丁目２番１号 2,987 4.52

BNP PARIBAS SECURITIES SERVICES
LUXEMBOURG/JASDEC/FIM/LUXEMBOURG
FUNDS/UCITS ASSETS
（常任代理人：香港上海銀行東京支
店　カストディ業務部）

33 RUE DE GASPERICH, L-5826 HOWALD-
HESPERANGE, LUXEMBOURG
（東京都中央区日本橋３丁目11番１号）

2,470 3.74

丸紅株式会社 東京都中央区日本橋２丁目７番１号 2,363 3.57

三菱商事株式会社 東京都千代田区丸の内２丁目３番１号 2,280 3.45

三井物産株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目１番３号 2,101 3.18

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社（三井住友信託銀行再信託
分・三井化学株式会社退職給付信託
口）

東京都中央区晴海１丁目８番11号 2,000 3.03

計 ― 29,684 44.90
 

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成28年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式  5,374,300 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 60,694,500 606,945 ―

単元未満株式 普通株式     45,091 ― ―

発行済株式総数 66,113,819 ― ―

総株主の議決権 ― 606,945 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれておりま

す。また、「議決権の数(個)」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数20個が含まれており

ます。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式91株が含まれております。
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② 【自己株式等】

  平成28年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

リケンテクノス株式会社
東京都千代田区神田淡路町
２丁目101番地

5,374,300 751,500 6,125,800 9.27

計 ― 5,374,300 751,500 6,125,800 9.27
 

(注)　当社は、平成23年10月24日開催の取締役会において、「株式給付信託(従業員持株会処分型)」の導入を決議し

ており、平成24年３月14日付で自己株式591,000株を信託Ｅ口へ譲渡しております。また、平成28年８月29日開

催の取締役会において、「株式給付信託(ＢＢＴ)」の導入を決議しており、平成28年９月14日付で自己株式

476,100株を信託Ｅ口へ譲渡しております。なお、平成28年９月30日現在において信託Ｅ口が所有する当社株式

751,500株は自己株式に含めて記載しております。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成28年７月１日から平成

28年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

リケンテクノス株式会社(E00838)

四半期報告書

 8/22



１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 14,207,006 14,504,420

  受取手形及び売掛金 22,774,907 21,688,406

  商品及び製品 5,708,516 5,725,865

  仕掛品 490,340 529,071

  原材料及び貯蔵品 4,326,334 3,935,709

  繰延税金資産 403,630 368,813

  その他 1,111,525 957,566

  貸倒引当金 △154,949 △163,018

  流動資産合計 48,867,312 47,546,835

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 7,688,889 7,745,421

   機械装置及び運搬具（純額） 7,542,407 7,722,018

   土地 6,470,110 6,287,043

   リース資産（純額） 23,900 11,750

   建設仮勘定 3,557,754 3,170,233

   その他（純額） 506,949 592,779

   有形固定資産合計 25,790,011 25,529,247

  無形固定資産   

   のれん 675,115 579,326

   リース資産 5,410 4,577

   その他 2,856,866 2,693,423

   無形固定資産合計 3,537,392 3,277,327

  投資その他の資産   

   投資有価証券 4,509,526 4,855,236

   長期貸付金 7,928 6,708

   退職給付に係る資産 334,377 405,553

   繰延税金資産 595,303 313,260

   その他 519,968 475,821

   貸倒引当金 △4,332 △4,332

   投資その他の資産合計 5,962,772 6,052,247

  固定資産合計 35,290,176 34,858,822

 資産合計 84,157,489 82,405,658
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 16,836,244 15,470,094

  短期借入金 ※２  7,186,504 ※２  6,530,582

  1年内返済予定の長期借入金 502,435 490,650

  リース債務 19,933 16,815

  未払法人税等 457,872 521,916

  賞与引当金 610,062 461,399

  役員賞与引当金 29,200 36,000

  その他 2,441,709 2,663,047

  流動負債合計 28,083,962 26,190,506

 固定負債   

  社債 4,000,000 4,000,000

  長期借入金 2,886,697 4,397,187

  リース債務 14,701 5,736

  繰延税金負債 882,230 651,039

  役員株式給付引当金 － 5,803

  退職給付に係る負債 1,093,272 1,081,418

  資産除去債務 305,721 307,925

  その他 144,062 138,809

  固定負債合計 9,326,687 10,587,920

 負債合計 37,410,649 36,778,427

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 8,514,018 8,514,018

  資本剰余金 6,562,944 6,625,883

  利益剰余金 25,026,282 25,844,068

  自己株式 △1,941,701 △1,993,262

  株主資本合計 38,161,544 38,990,707

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,701,299 1,951,134

  為替換算調整勘定 856,000 △731,405

  退職給付に係る調整累計額 △604,435 △563,243

  その他の包括利益累計額合計 1,952,864 656,485

 非支配株主持分 6,632,430 5,980,037

 純資産合計 46,746,839 45,627,230

負債純資産合計 84,157,489 82,405,658
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

売上高 44,628,022 43,171,574

売上原価 37,227,101 34,501,764

売上総利益 7,400,920 8,669,810

販売費及び一般管理費 ※１  5,437,629 ※１  5,757,294

営業利益 1,963,291 2,912,515

営業外収益   

 受取利息 13,468 17,257

 受取配当金 68,099 66,816

 その他 33,497 24,109

 営業外収益合計 115,064 108,182

営業外費用   

 支払利息 52,234 65,235

 為替差損 66,436 269,835

 その他 17,398 8,111

 営業外費用合計 136,069 343,182

経常利益 1,942,286 2,677,515

特別利益   

 固定資産売却益 3,400 2,075

 投資有価証券売却益 6,038 0

 特別利益合計 9,439 2,075

特別損失   

 固定資産売却損 6,101 －

 固定資産除却損 6,747 7,695

 特別損失合計 12,848 7,695

税金等調整前四半期純利益 1,938,876 2,671,895

法人税等 648,018 822,554

四半期純利益 1,290,858 1,849,341

非支配株主に帰属する四半期純利益 529,923 725,544

親会社株主に帰属する四半期純利益 760,934 1,123,796
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

四半期純利益 1,290,858 1,849,341

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △411,842 249,834

 為替換算調整勘定 △23,637 △2,479,413

 退職給付に係る調整額 49,129 41,192

 その他の包括利益合計 △386,350 △2,188,386

四半期包括利益 904,508 △339,045

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 396,791 △172,582

 非支配株主に係る四半期包括利益 507,716 △166,462
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日　
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日　
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,938,876 2,671,895

 減価償却費 1,617,312 1,505,865

 のれん償却額 137,297 95,788

 賞与引当金の増減額（△は減少） △96,865 △142,068

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △14,600 6,800

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △7,078 12,544

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △2,036,131 42,519

 役員株式給付引当金の増減額（△は減少） － 5,803

 受取利息及び受取配当金 △81,567 △84,073

 支払利息 52,234 65,235

 投資有価証券売却損益（△は益） △6,038 △0

 有形固定資産売却損益（△は益） 2,700 △2,075

 有形固定資産除却損 6,747 7,695

 売上債権の増減額（△は増加） 2,247,239 305,855

 たな卸資産の増減額（△は増加） △786,360 △434,294

 仕入債務の増減額（△は減少） △480,595 △608,173

 未払消費税等の増減額（△は減少） △62,786 △86,699

 その他 △108,111 500,685

 小計 2,322,272 3,863,303

 利息及び配当金の受取額 71,671 84,840

 利息の支払額 △55,904 △53,508

 法人税等の支払額 △631,616 △749,867

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,706,422 3,144,767

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △0 △6,334

 定期預金の払戻による収入 － 619,124

 有形固定資産の取得による支出 △1,405,837 △2,722,881

 有形固定資産の売却による収入 12,704 2,075

 無形固定資産の取得による支出 △335,029 △144,606

 投資有価証券の取得による支出 △328 △1,830

 投資有価証券の売却による収入 30,107 0

 貸付金の回収による収入 2,281 1,834

 その他 △102,551 △46,937

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,798,652 △2,299,555
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           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日　
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日　
　至 平成28年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 1,732,989 △305,448

 長期借入れによる収入 － 2,306,220

 長期借入金の返済による支出 △1,242,187 △241,289

 リース債務の返済による支出 △23,415 △9,562

 自己株式の売却による収入 8,458 8,143

 自己株式の取得による支出 △94 △15

 配当金の支払額 △298,856 △299,425

 非支配株主への配当金の支払額 △518,161 △483,273

 その他 － △59,688

 財務活動によるキャッシュ・フロー △341,266 915,660

現金及び現金同等物に係る換算差額 8,632 △825,499

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △424,863 935,374

現金及び現金同等物の期首残高 13,981,367 13,444,325

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  13,556,504 ※１  14,379,699
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であ

ります。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

(税金費用の計算)

当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。
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(追加情報)

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第

１四半期連結会計期間から適用しております。

 
（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

（１）株式給付信託（ＢＢＴ）

当社は、平成28年６月24日開催の定時株主総会決議に基づき、役員に対し中長期的な業績の向上と企業価値

の増大に貢献する意識を高めるため、役員に対する新たな株式報酬制度「株式給付信託(ＢＢＴ)」を平成28年9

月14日より導入しております。

①取引の概要

当社グループは、あらかじめ定めた役員株式給付規程に基づき、役員に対しポイントを付与し、退任時に

受益者要件を満たした役員に対し、付与されたポイントに相当する当社株式を給付いたします。役員に対し

給付する株式については、あらかじめ当社グループが信託設定した金銭により信託銀行が将来給付分も含め

て第三者割当による自己株式を譲受し、信託財産として分別管理しております。

②会計処理の方法

「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号　

平成27年３月26日）に準じて、総額法を適用しております。規定に基づき役員に付与したポイント数を基礎

として、費用及びこれに対応する引当金を計上しております。

③信託が保有する自社の株式に関する事項

信託が保有する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自

己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は当第２四半期連結会計期間209,960千

円、476千株であります。

（２）株式給付信託(従業員持株会処分型)

当社は、従業員への福利厚生を目的として、従業員持株会に信託を通じて自社の株式を交付する取引を行っ

ております。　

①取引の概要

「リケンテクノス従業員投資会」（以下、「持株会」といいます。）に加入する全ての従業員を対象に、

当社株式の株価上昇メリットを還元するインセンティブ・プランです。　

持株会が取得する見込の当社の当社株式を、本制度の受託者である信託銀行が予め一括して取得し、持株

会の株式取得に際して当社株式を売却していきます。　

信託終了時までに、持株会への売却を通じて本信託の信託財産内に株式売却益相当額が累積した場合に

は、それを残余資産として受益者適格要件を充足する当社従業員持株会会員に分配します。　

また当社は、信託銀行が当社株式を取得するための借入に対し保証をしているため、信託終了時点におい

て当社株式の下落により当該株式売却損相当の借入残債がある場合には、保証契約に基づき当該残債を弁済

することとなります。

②会計処理の方法

「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号　

平成27年３月26日）第20項を適用し、従来採用していた方法を継続しております。　

③信託が保有する自社の株式に関する事項

信託が保有する当社株式の信託における帳簿価額は、前連結会計年度95,067千円、当第２四半期連結会計

期間86,924千円であり、株主資本において自己株式として計上しております。

また、当該株式の期末株式数は、前連結会計年度301千株、当第２四半期連結会計期間275千株、期中平均

株式数は、前第２四半期連結累計期間346千株、当第２四半期連結累計期間287千株であり、1株当たり情報の

算出上、控除する自己株式に含めております。　
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(四半期連結貸借対照表関係)

１ 受取手形裏書譲渡高

 

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

受取手形裏書譲渡高 5,040千円 1,803千円
 

 

※２　当座貸越契約及び借入未実行残高

提出会社及び国内連結子会社は、設備資金の効率的な調達を行なうため取引銀行との間に当座貸越契約を締結し

ております。

借入未実行残高は以下のとおりであります。

 

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

当座貸越極度額の総額 13,030,000千円 13,030,000千円

借入実行残高 4,415,000 4,215,000 

差引額 8,615,000 8,815,000 
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目

販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
　　至 平成27年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
　　至 平成28年９月30日）

支払運賃 1,406,027千円 1,368,618千円

給料及び賞与 1,113,283  1,152,509  

賞与引当金繰入額 109,134  109,966  

役員賞与引当金繰入額 14,600  36,000  

退職給付費用 85,263  88,661  

役員株式給付引当金繰入額 －  5,803  

貸倒引当金繰入額 1,597  13,488  

研究開発費 465,827  449,939  
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

現金及び預金勘定 13,700,057千円 14,504,420千円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

△143,553 △124,720 

現金及び現金同等物 13,556,504 14,379,699 
 

　

EDINET提出書類

リケンテクノス株式会社(E00838)

四半期報告書

17/22



 

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日)

１．配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月19日
定時株主総会

普通株式 299,519 5 平成27年３月31日 平成27年６月22日 利益剰余金
 

(注)　配当金総額には、信託Ｅ口に対する配当金1,799千円を含めておりません。これは、信託Ｅ口が所有する当社株

式を自己株式と認識しているためであります。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後

となるもの

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月６日
取締役会

普通株式 299,652 5 平成27年９月30日 平成27年12月２日 利益剰余金
 

（注）配当金総額には、信託Ｅ口に対する配当金1,665千円を含めておりません。これは、信託Ｅ口が所有する当社株

式を自己株式と認識しているためであります。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日)

１．配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月24日
定時株主総会

普通株式 299,810 5 平成28年３月31日 平成28年６月27日 利益剰余金
 

(注)　配当金総額には、信託Ｅ口に対する配当金1,506千円を含めておりません。これは、信託Ｅ口が所有する当社株

式を自己株式と認識しているためであります。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後

となるもの

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年11月７日
取締役会

普通株式 299,939 5 平成28年９月30日 平成28年12月２日 利益剰余金
 

（注）配当金総額には、信託Ｅ口に対する配当金3,757千円を含めておりません。これは、信託Ｅ口が所有する当社株

式を自己株式と認識しているためであります。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：千円)

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

コンパ
ウンド

フイルム 食品包材 計

売上高         

(1) 外部顧客への
売上高

31,890,102 5,948,138 5,179,344 43,017,585 1,610,437 44,628,022 － 44,628,022

(2) セグメント間の
内部売上高又は
振替高

116,920 － － 116,920 243,913 360,833 △360,833 －

計 32,007,022 5,948,138 5,179,344 43,134,505 1,854,350 44,988,856 △360,833 44,628,022

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

2,421,497 △464,882 67,948 2,024,563 △15,185 2,009,378 △46,086 1,963,291

 

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、合成樹脂成型品及び電線の製

造・販売、また商品の仕入・販売であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額は、セグメント間取引消去△46,086千円であります。

３．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 
Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：千円)

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

コンパ
ウンド

フイルム 食品包材 計

売上高         

(1) 外部顧客への
売上高

30,165,617 5,947,494 5,330,232 41,443,344 1,728,229 43,171,574 － 43,171,574

(2) セグメント間の
内部売上高又は
振替高

113,200 － － 113,200 377,209 490,409 △490,409 －

計 30,278,817 5,947,494 5,330,232 41,556,544 2,105,439 43,661,984 △490,409 43,171,574

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

2,690,627 △128,978 371,928 2,933,577 25,337 2,958,915 △46,399 2,912,515

 

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、合成樹脂成型品及び電線の製

造・販売、また商品の仕入・販売であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額は、セグメント間取引消去△46,399千円であります。

３．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 12円70銭 18円74銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 760,934 1,123,796

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

760,934 1,123,796

普通株式の期中平均株式数(千株) 59,917 59,975

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 11円12銭 16円40銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数(千株) 8,528 8,528

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注)　信託Ｅ口が所有する当社株式については、四半期連結財務諸表において自己株式と認識しているため、１株当

たり四半期純利益金額の算定に用いられた普通株式の期中平均株式数は、当該株式の数を控除しております。

 

(重要な後発事象)

当社は、平成28年10月24日開催の当社取締役会において、会社法第165 条第３項の規定により読み替えて適用

される同法第156 条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項を決議いたしました。

１．理由

経営環境の変化に対応した機動的な資本政策を遂行し、資本効率を向上させ株主還元に資するため。

２．取得する株式の種類：普通株式

３．取得する株式の数：3,000,000株（上限）

４．株式取得価額の総額：1,800,000千円（上限）

５．自己株式取得の期間：平成28年11月１日から平成29年３月31日

 

２ 【その他】

平成28年11月７日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ) 中間配当による配当金の総額……………………299,939千円

(ロ) １株当たりの金額…………………………………５円00銭

(ハ) 支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成28年12月２日

(注１) 平成28年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

(注２) 配当金総額には、信託Ｅ口に対する配当金3,757千円を含めておりません。これは、信託Ｅ口が所有する当

社株式を自己株式と認識しているためであります。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年11月７日

リケンテクノス株式会社

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　山　　元　　清　　二　　㊞

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　杉　　本　　義　　浩　　㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているリケンテクノス

株式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成28年７月１日か

ら平成28年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年９月30日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、リケンテクノス株式会社及び連結子会社の平成28年９月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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